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支
所
複
合
施
設
整
備　

市
の
考
え
は　

誠
風
会

市
民
と
の
合
意
形
成
の
進
め
方

　

信
政
会

市
民
要
望
に
合
っ
た
支
所
の
複
合
化
を

　

公
明
党

計
上
さ
れ
て
い
な
い
繰
越
財
源
は　

日
本
共
産
党

目
的
を
持
っ
て
計
画
的
に
基
金
の
活
用
を

　

か
が
や
き
21

　

大
井
総
合
支
所
複
合
施
設
整

備
に
対
す
る
市
の
考
え
方
に
つ
い

て
。

　

窓
口
機
能
の
充
実
が
第
一
と

考
え
て
い
ま
す
。
複
合
施
設
に
つ

い
て
は
、
行
政
機
能
が
集
中
し
た

ゾ
ー
ン
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
な
ど
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、

施
設
整
備
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
避
難
者
を

市
内
に
受
け
入
れ
て
い
る
。
支
援

体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

﹁
改
革
推
進
室
﹂
が
避
難
者
の

受
け
入
れ
窓
口
に
な
っ
て
い
ま
す
。

生
活
基
盤
が
確
保
さ
れ
た
後
は
、

担
当
を
市
民
相
談
室
に
一
本
化
し
、

避
難
者
へ
の
利
便
性
を
図
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
心
の
ケ
ア
や
健
康

相
談
は
、
福
祉
部
門
と
保
健
セ
ン

タ
ー
が
連
携
し
、
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
児
童
生
徒
へ
の
支
援

も
行
な
い
、
全
庁
的
な
対
応
を
し

て
い
ま
す
。

総括質疑

　

五
月
末
の
出
納
整
理
期
間
が

終
わ
っ
た
が
、
契
約
差
額
な
ど
の

不
用
額
は
六
月
の
補
正
予
算
に
計

上
さ
れ
て
い
な
い
。
平
成
二
十
二

年
度
か
ら
の
繰
越
財
源
は
ど
の
く

ら
い
あ
る
の
か
。

　

当
初
予
算
で
は
、
前
年
度
繰

越
財
源
を
三
億
五
、
〇
〇
〇
万
円
計

上
し
て
い
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
不

用
額
と
し
て
七
億
五
、
〇
〇
〇
万
円

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

九
月
の
決
算
ま
で
半
年
以
上

も
の
間
、
余
剰
財
源
が
見
え
な
い

の
は
問
題
。
主
権
者
で
あ
る
市
民

に
市
の
財
政
状
況
が
正
し
く
分
か

る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
。

　

繰
越
金
の
公
表
は
九
月
決
算

に
な
り
ま
す
。
積
極
的
な
情
報
開

示
は
重
要
と
考
え
ま
す
。
透
明
性
、

見
や
す
さ
で
市
民
に
公
表
し
て
い

き
ま
す
。

　

大
井
総
合
支
所
建
て
替
え
の

﹁
複
合
施
設
基
本
設
計
﹂
の
前
提
と

し
て
〝
構
想
〞
に
市
民
の
意
見
は

反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

再
度
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

そ
れ
を
も
と
に
設
計
に
入
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

大
井
総
合
支
所
の
複
合
化
に

つ
い
て
は
、
市
民
や
子
育
て
世
代

の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
も
期

待
が
大
き
い
。
市
民
の
意
見
を
参

考
に
し
、
ど
う
進
め
る
の
か
。

　

市
民
の
意
見
も
反
映
し
た
基

本
構
想
を
ま
と
め
、
基
本
・
実
施

設
計
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
配
布
は
、

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
で
実
績
も

あ
る
。
今
回
、
大
腸
が
ん
検
診
で

も
対
象
年
齢
を
設
け
て
実
施
さ
れ

る
が
、
受
診
率
向
上
へ
の
取
り
組

み
は
。

　

実
施
期
間
中
に
未
受
診
者
を

調
査
し
、
は
が
き
等
で
再
度
受
診

を
勧
め
ま
す
。

　

日
本
対
が
ん
協
会
で
、
中
学
生

や
保
護
者
を
対
象
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成

し
た
。
が
ん
教
育
に
活
用
し
て
は
。

　

今
後
研
究
し
ま
す
。

　

上
福
岡
駅
西
口
ア
ク
セ
ス
道

路
の
経
過
と
今
後
の
予
定
は
。

　

東
西
連
絡
道
路
用
地

と
し
て
取
得
し
ま
し
た
が
、

事
業
の
中
止
に
よ
り
歩
道

を
整
備
し
、
車
い
す
・
高
齢

者
・
障
が
い
者
が
安
心
し
て

通
行
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。

　

大
井
総
合
支
所
の
再
整
備
は
、

同
地
へ
の
消
防
本
部
移
転
と
あ
わ

せ
た
事
業
と
い
う
認
識
か
。

　

支
所
の
再
整
備
は
単
独
事
業
で

す
が
、
隣
接
す
る
消
防
本
部
の
建
設

も
同
時
期
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
そ
こ

で
景
観
的
な
調
整
、
施
設
の
効
率
的

な
活
用
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　

道
路
や
駐
車
場
、
他
の
公
共

施
設
な
ど
支
所
周
辺
の
整
備
や
公

共
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
中
長
期
的
ビ

ジ
ョ
ン
を
含
め
、
市
民
が
参
加
し

参
画
す
る
と
い
う
合
意
形
成
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　

一
対
一
の
合
併
を
し
た
自
治

体
と
し
て
地
域
的
な
感
情
の
解
決

に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
行
政
、

議
会
と
と
も
に
、
市
民
の
参
画
は

大
事
で
す
。
そ
の
手
段
と
し
て
市

民
検
討
組
織
の
再
編
、
新
た
な
検

討
組
織
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

窓
口
で
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
の
実
施
は
ど
う
か
。

　

効
率
的
な
行
政
運
営
、
市
民

の
利
便
性
の
向
上
と
い
う
点
で
支

所
本
庁
に
か
か
わ
り
な
く
導
入
を

検
討
し
ま
す
。

　

公
共
施
設
整
備
基
金
は
、
公

共
施
設
の
総
合
的
、
計
画
的
整
備

が
目
的
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
、

道
路
用
地
買
収
の
費
用
に
充
て
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
の
繰
り
入
れ
は

目
的
に
合
っ
て
い
る
か
。

　

指
摘
の
あ
っ
た
市
道
第
二―

二

号
線
は
都
市
計
画
道
路
で
あ
り
、

総
合
的
な
整
備
が
必
要
で
す
。
財

源
と
し
て
は
、
本
基
金
か
、
一
般

財
源
で
あ
る
財
政
調
整
基
金
の
充

当
が
あ
り
ま
す
が
、
本
基
金
の
目

的
に
か
な
っ
て
い
る
と
判
断
し
ま

し
た
。

　本議会では、市長から「平成23年度ふじ
み野市一般会計補正予算（第2号）」など議
案4件、請願２件、議員から意見書５件が
提出されました。審議の結果、市長提出議
案はすべて原案のとおり可決され、請願は2
件とも不採択、意見書は2件が可決、3件が
否決されました。
　また、16名の議員による一般質問が行な
われました。特に震災対策や庁舎の耐震化計
画については、多くの質疑が交わされました。

提出議案と審議結果
◎全員賛成　○賛成多数　・否決、不採択 

…　平成 23 年度補正予算　…………………………

○一般会計（第２号）

…　条例の一部改正　…………………………………

◎市税条例
◎市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例

…　その他　……………………………………………

◎市の公の施設（排水施設）を入間郡三芳町の住
民の利用に供させることに関する協議

以上、可決

…　請願　………………………………………………

・公契約条例の制定を求める請願
・住宅リフォーム助成制度の創設を求める請願

以上、不採択

…　意見書　……………………………………………

◎公立学校施設における防災機能の整備の推進を
求める意見書

◎迅速な被災者支援と復旧・復興を求める意見書
以上、可決

・環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）に加入
しないことを求める意見書

・「社会保障のため」と言う消費税増税に反対する
意見書

・原発依存から自然エネルギーへの転換を求める
意見書

以上、否決

平成23年

第２回定例会

大井総合支所再整備

用地取得を進める大井弁天の森
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